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一冊の本に出会い、読み通し感動体験を持つことは、子どもの豊かな成長に欠かせない大切な財産と言え 
えるのではないでしょうか。 
自分の子育てを振り返ると、「子どもたちにどんな本を読ませたらいいのだろうか」といつも迷っていた

ように思います。特に、幼児期は親が本を選んで与えることになるので、本選びの難しさを実感した日々

でした。それにつけても、今は、書店に行くと子どもの本がところせましと並び、種類も多く羨ましいと

思う反面、選ぶのに迷うことも多いのではと思う今日この頃です。 
そこで、自分の経験をもとに、本の選び方（与え方）について述べ、本選びの参考にしていただければと

思います。 
 

１．子どもの読書力に合った本 
一冊の本を選ぶときに気をつけることは、いろいろありますが一番大切にしたい

ことは、「子どもの読書力にちょうど合う本」をすすめることです。 
 それは、学年や年齢にとらわれずに、子どもがすらすらと楽に読める本からす

すめていきましょう。 
 すなわち、幼児が活字だけの本を読んでも、小学校高学年の子どもが、絵本を

読んでもいいのです。読書力・興味が子どもによって違うのです。 
２．自分の好きな本を選べる環境 

子どもを読書好きにするには、本を読むことがごく自然な環境になっているこ

とが大切です。 
 そのためには、本が目につく身近なところにあり、子どもがひとりで本を取り

出せるようになっていることです。 
 そして、家族が一緒に読書をしたり、図書館や書店に行ったり、本のことを話

題にするなど読書環境を充実させることです。 
 
 
 

読
書
が
好
き
に
な
る 

本
の
選
び
方 
１ 

子どものためのワンポイント・アドバイス 
＊ はじめは、やさしすぎるかなと思う本から読んで見ましょう。

＊ 絵本でも、そのほかの本でも、自分の好きな本を読むことが 
本が好きになる近道です。 
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Ｑ ： レイアウトをする上で、注意する点など 
ありましたら教えて下さい。 

               № ５              (北上市 中学校ＰＴＡ広報委員)  
 

レイアウトとは 
新聞をつくる上で、具体的に紙面をつくっていく過程がレイアウトの作業になります。 

紙面のどこに記事・イラスト・写真・見出しなどを配置するか、字の大きさ・字体・装飾など、全体のバラン

スも含めて割り振りを考えます。 
 
 次に、具体的に注意したい点について挙げてみます。 
 
 
 １  字体・字の大きさ  各ページや見開きページ上で、見出し・リード・変化をつけたい箇所などは、

なるべく異なる字体・大きさにすると良い 
 
 ２  見 出 し      見出しのレイアウトは同じようなものにならないように注意する 
 
 ３  イラスト・写真    同一号の中で同じイラストや写真を何度も使わない 
           写真にはなるべく簡潔に説明をつける 
 
 ４  罫 線・囲 み    強調したい部分やアクセントにしたい部分に用いる 
                同一号で同じものを使わない 
 
 ５  余   白      文章が多過ぎるものは窮屈な感じがする（余白もレイアウトの一部） 
 
 ６  各ページのレイアウトを合わせて、全体のレイアウトもみるとよい 

                                    

                                             
 

☆とげが抜けにくい時には… 
 
手や足など、ちょっとした時に刺さったりする「とげ」。ちくちくと  ちょっと       

痛いですよね。そのとげがなかなか抜けにくい時、「梅干の果肉」を    ひとやすみ 
少しのせておくと、抜け易くなるそうです。不思議ですね。         知ってます？ 

                                        こんなこと 

レイアウトはね、楽しくて、チョッ

と知的なパズルみたいなんだ

よ！！  やってみてね。 



子どもぴぴっとクラブがはじまります！！！ 

「子どもぴぴっとクラブ」ってなに？ 
平成14年６月から、ぴぴっと研究会が主催する、    

小学生とその親のための楽しいクラブです。       

            （下の年間活動計画を参照してください。） 

その目的は？ 
子どもたちの活字ばなれが話題になっている昨今、 
新聞などを使いながら、遊び感覚で楽しく自然に 
表現力や国語力をつけてもらおうというのがねらいです。 

 
場所や時間は？ 

生涯学習センター（もとのイトーヨーカ堂）を会場に、 

10：00から 12：00の 2時間くらいの予定です。 

 
どんなことをするの？ 

新聞を使った楽しいゲーム（新聞ちぎり、新聞で伝言ゲーム、紙鉄砲づくり、新聞でお面づく

り、写真さがしゲーム、活字さがしゲーム、新聞ファッションショーetc．）、楽しいスクラップ

作り、読み聞かせ、おもしろい記事集め、新聞づくり等など、かたくるしくなくあそびの中で

自然に力を身につけていけるような内容になっています。 

みんなで子どもぴぴっとクラブに参加しよう！！ 
             

 

平成 14年度 ぴぴっと研究会活動計画 
  ４月  ぴぴっと交流会                 ＰＴＡ新聞づくり講座 
      新聞を読んで今を語る会             会報「ぴぴっと」秋号発行 
       （通称 まうすりい）             まうすりい 
  ５月  ＰＴＡ新聞づくり講座         １０月  ぴぴっと交流会 
      パソコン講習会参加               まうすりい 
      まうすりい              １１月  第４回『子どもぴぴっとクラブ』開催 
  ６月  第１回『子どもぴぴっとクラブ』開催       岩手県新聞教育研究会参加 
      新聞づくり講習会開催              まうすりい 
      和賀地区新聞研修会参加        １２月  会報「ぴぴっと」冬号発行 
      会報「ぴぴっと」夏号発行            まうすりい 
      まうすりい               １月  第５回『子どもぴぴっとクラブ』開催 
  ７月  第２回『子どもぴぴっとクラブ』開催       親子スクラップ講習会開催 
      ＮＩＥ全国大会参加               まうすりい 
      まうすりい               ２月  新聞づくり講習会開催 
  ８月  親子スクラップ講習会開催            まうすりい 
      全国新聞教育研究会参加         ３月  総会     
      まうすりい                   活動反省及び次年度活動計画 
  ９月  第３回『子どもぴぴっとクラブ』開催       会報「ぴぴっと」春号発行 
      総会                      まうすりい 
       

クラブマーク 



 
 

―楽しい新聞スクラップノートづくり― 
 
２月２３日（土）    
雫石町・涼大堂児童館 
主催：雫石児童館 

 

        
 
 
 
          
 
    ホームページの花粉症情報を見て 

しっかり対策を！ 
 
      http://www.vkn.co.jp/jaf/pum3/ 

                            花粉症なんかこわくない（日本アレルギー協会） 

           

 
新聞人の痛恨｢高知新聞の葬式｣ 

 
「新聞の葬式」ということは、今の時代あり得ないことで、また耳 

にすることもないことです｡しかし、明治の時代に新聞の葬式が盛大に 
行われたということで､紹介したいと思います。 

 

           ＜高知自由新聞の葬式＞ 
明治１５年７月１６日 

政府は、自由民権派の力をおさえるために、民党系の新聞をつぎつぎ 

に弾圧した｡ 

高知新聞の場合、数ヶ月の間に五度も発行停止処分をうけた。これに 

対し「土陽新聞」「高知自由新聞」が身代わり紙として発行されたが、 

これもしばしば発行停止となった。 

7 月 14 日、ついに「高知新聞」は発行を禁止された｡そして、7月 16 

日高知自由新聞に「高知新聞」の葬儀を予告する黒枠広告が広告欄に掲 

載され、高知新聞社では盛大に葬儀を執行し、多数の有志がこれに参列 

したそうである｡ 

（ちなみに高知自由新聞は､5月 30日に創刊され、７月２１日を最後に廃刊となる  
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ご意見･ご感想をお待ちして 
おります 
TEL･Fax：0197-65-0758 
E-mail：agi＠titan.ocn.co.jp 


